
・8月 7日(日)15:00～16:00 第80回 「ありのままの自分を信じる、生命(こころ)の講座 」

といったご感想を頂戴いたしました。これも皆様方のおかげです。本当にあり
がとうございました。今後はこの白書から得られたことを元に、講座を行って
参ります。「親育白書」にご興味のある方は、ＨＰからお申込ください。

「親育」を通じて、未来ある社会を
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私達が正会員メンバーです（50音順、令和4年6月1日現在。メンバーの紹介はＨＰにて）
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親育メンバー募集中
「親育メンバー」を随時募集しております。３種類の会員制度がございます。
お申込は、ＨＰからどうぞ。（講座受講で入会金免除、入会月で会費が異なります）

▼正会員 一緒に活動して、盛り上げていきたい。
入会金：10,000円 年会費：12,000円（月1,000円）

▼利用会員 イベントや講座に参加したい。
入会金： 1,000円 年会費： 6,000円（月 500円）

▼賛助会員 私たちを応援したい。
入会金：10,000円 年会費：12,000円（月1,000円）

NPO法人親育ネットワークが実施した「親育に関す
るアンケート」をまとめて「親育白書」を発行すべく、
昨年クラウドファンディングを実施。新聞やテレビな
どメディアにも取り上げて頂き、多くの方のご協力と
ご支援のおかげで、目標額を上回るご寄付を頂戴いた
しました。
おかげさまで、暖かいデザインの「親育白書」が完

成し、多くの方にお届けいたしました。お読み頂いた
方からは、
・私だけじゃなくてホッとした
・自分自身を振り返ることができた
・親の在り方の重要性を改めて感じた
・子育て・親育ての方向性にヒントが得られた

「親育」スケジュール
●子ミュ力 Ⓡゼミナール
当面【オンラインライブ】で開催いたします。｢親育白書｣をすでにお持ちの方（正会
員・賛助会員）、今回ご購入いただいた方（500円/冊)は、無料でご参加頂けます。

（一般参加は1,000円、zoom cloud meetingを使います）

・6月26日(日)14:00～15:00 第78回 「子(人)の育ち・親(人)の育ち」 担当：岩渕 優子

担当：岩渕 賢次
親育研究会再始動！

○親育白書をたくさんの方に届けたい！

活動支援金1冊500円（税込、送料込）

○親育白書第２弾に向けて
親育研究会を開催する中で、子どもの視点を取り入れることで、より親として

求められる資質が見えてくるのではないかという話になりました。今大人の方も
子どもの頃が必ずあったわけですが、大人になってしまうと、子どもの視点が見
えなくなってしまうこともあるのかもしれません。子どもの頃に抱いた感情に蓋
をしてしまうこともあるのかもしれませ
ん。
そこで、次のアンケート調査では、子

どもの声が反映できるようなものを作成
したいと考えております。そして、今の
子どもたちも答えられるようなアンケー
トを作成できればと考えております。来
年、アンケート調査に着手できるように
研究会で準備を進めて参ります。ご期待
ください！

●にっしんわいわいフェスティバル2022に出展
7月2日(土)10:00～16:30、愛知県日進市にある「日進市民会館」ホワイエにて
ブースを出展いたします。私たちのこれまでの活動、親育白書をご紹介します。

●ハタモク×親育ネットワーク開催（子ミュ力ゼミナール第79回）

7月3日(日)10:00～12:00、愛知県日進市にある「ワンダースクエアドリームズ」にて、
学生と社会人が「働く目的とは何か？」を一緒に考える｢ハタモク×親育ネットワーク｣

（後援：愛知県教育委員会、日進市教育委員会）」を開催いたします。

NPO法人親育ネットワーク HPへ

親育の最新情報、お申込はＨＰから



毎回好評の｢ハタモク×親育ネットワーク｣。愛知県日進市では今回もリクエス
トをいただき、６回目の開催となります。
将来の進路を考えている方、自分自身の軸を見つめ直したい方、視野を広げた

い方などなど、他業種・他世代の方との交流を通じて、｢働くことの目的は何だ
ろう？｣を一緒に考えていきましょう。

ハタモク×親育ネットワーク7月開催!

正会員新メンバー紹介

磯畑 香苗
はじめまして。現在、小

中高生４人の子ども、夫、
犬１匹、猫２匹の大家族で
暮らしております。代表の

黒田さんの考え方に触れ、よい意味で
とても衝撃を受けたことを今でも覚え
ています。そして、これからの社会の
在り方に自分自身がどう関わるかとい
うことに関心が向くようになりました。
微力ですが、仲間に入れていただき

ありがたく思っております。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

長男が３歳の時に一念発
起！短大に入学し、保育士
資格・幼稚園教諭の免許を
取得。現在は公立園でパー

ト保育士をしています。
岩渕さんの｢ふぁみりぃぐっどⓇ｣の

想いに共感し、地元日進市に「ふぁみ
りぃ・ぐっど＠にっしん」を立ち上げ
ました。
自分を信じる力を育み、相手を認め

る力を育てて、笑顔の和を広げていき
たいと思っています。

加藤 幸江(保育士）

「親育メンバー」は随時募集しております。詳しくは裏表紙をチェック！

『親』という字は、木の上に立って見ると書く。達観する。俯瞰する。

先日、小さな頃住んでいた倉敷に母を連れて行くことが目的で実家のある
岡山に帰りました。４０年ぶりに会った母と母の友人はお互い髪の毛が真っ
白になったり、なんとなく足元がおぼつかなかったりで年は取っていました
が、わたしが小さい頃に見ていた２人のままでした。

親同士の程良い密な付き合い方の中で、子ども達は自然に人との付き合い
方を学べ、親達は地域で子ども達を育てているから、離れた場所から見守る
ことが出来、無闇に口も手も出さずに子育てができていたと思います。

移動しないこと、接触しないこと、口をマスクで覆うこと、黙して行動す
ること、個が善な社会ができあがってしまい、隔離された中での子育て。周
りの大人は、小さな子ども達に近づくこともはばかられ、個での子育てが当
たり前の時代になりました。親達も子ども達も生きづらいのではないかと
思ってしまいます。

この前、赤ちゃんを抱っこして、３歳くらいの小さな子どもの手を引いて、
忙しそうに小走りしているお母さんを見かけました。最近はそんなママ達の
姿を見掛けるだけで涙が出そうになります。

「当たり前のことを言うようかもしれないが、出生率が死亡率を上回るよ
うな変化がない限り、日本はいずれ存在しなくなるだろう。」と、米テスラ
ＣＥＯのイーロン・マスク氏は言っています。「なんてことを言うんだ！」
と腹が立つけど、間違っているとも思えず愕然とします。

日本はどうなっていくのでしょうか？
どんな国にしたいですか？
どんな地域にしますか？
自分はどうありたいですか？

大人がまず自分の心で感じたことを大事に。自分の思いを大切に。自分を
大切にする思いの先に、ヴィジョンを持って行動することで、未来は変わる
と思います。

これから先の日本の未来を、何１０年も何１００年も見守り続けられるこ
とを祈っています。

【次号もお楽しみに♪】

ノリコラム vol.8「『親』とは」 音楽講師松本紀子さんの連続コラム


